
組織でのクラウド活用が進む中で、セキュアなソリューションをデプロイ、自動化するために十
分なスキルを持ったITプロフェッショナルの必要性がますます高まっています。

リモートワークが主流となり、また新しいテクノロジーが活用されるにつれ、ITプロフェッショ
ナルは、許容される可用性をサポートしながら、データとアプリケーションをセキュアに保護し、
IT環境を維持するといった企業が求めるスキルセットを習得する必要が不可欠となっています。
今回のCompTIA Cloud+の改訂では、インフラストラクチャの管理とサービスの最適化などを実
施する職務に関連する、最新のスキルが繁栄されています。

改訂CompTIA Cloud+（CV0-003）は、クラウドエンジニアとITプロフェッショナルがクラウ
ドインスタンスとソリューションを展開、最適化し、トラブルが発生した際にトラブルシュー
ティングできるスキルを評価します。改訂版の出題範囲では、スケーラビリティ、高可用性など
がより詳細に出題され、またさまざまなベンダーから提供されているクラウドも出るを理解し、
活用するために必要とされるスキルが網羅されています。

CompTIA Cloud+ CV0-003とCV0-002 出題範囲の比較



CompTIA Cloud+（CV0-003）は、5つの出題分野で構成されています。（CV0-002と同様の出
題分野）主な改訂項目は、セキュリティの重要性の高まりを受け、セキュリティ関連の項目が増
えたことと、クラウドアーキテクチャのコンテンツも増えました。CompTIA Cloud+（CV0-
003）は、27の中項目で構成されています。CV0-002は、32の中項目で構成されていましたが、
この変更はコンテンツの大幅な減少のためではなく、関連するテクノロジーをグループ化された
ことによるものです。
下記の表は、CompTIA Cloud+ CV0-003とCV0-002の出題範囲の比較表です。

出題範囲の比較

CV0-003 CV0-002 Comments

1.1 様々な種類のクラウドモデルを比較検
討することができる。

クラウドサービスとソ
リューションの高度な知
識を評価するための新し
い出題項目です。

1.2 キャパシティプランニングに関連する
要因を説明することができる。

多くの場合、クラウドソ
リューションでは、コス
ト削減に効果的な分析機
能を備えています。この
出題項目では、この概念
を評価しています。

1.3 クラウド環境における高可用性とス
ケーリングの重要性を説明することができ
る。

クラウドの2つの重要特
徴である、高可用性とス
ケーラービリティに関連
する出題項目です。

1.4 与えられたシナリオに基づいて、ソ
リューション設計を分析し、事業要件を
サポートすることができる。

1.1 与えられたシナリオに基づいて、シス
テム要件を分析し、システム展開を成功に
導くことができる。

2.1 与えられたシナリオに基づいて、認証
管理とアクセス管理を構成することができ
る。

2.2 与えられたシナリオに基づいて、セ
キュリティテンプレートに従ってアクセス
要件を満たすように、ターゲットオブジェ
クトに適切なACLを適用することができる。

2.3 与えられたクラウドサービスモデルに
基づいて、特定のセキュリティ要件を満た
すように、定義されたセキュリティテクノ
ロジを実装することができる。

2.2 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウド環境内のネットワークを保護すること
ができる。

2.1 与えられたシナリオに基づいて、特定
のクラウドインフラストラクチャ要件を満
たすセキュリティ設定とコンプライアンス
コントロールを適用することができる。

2.2 与えられたシナリオに基づいて、セ
キュリティテンプレートに従ってアクセス
要件を満たすように、ターゲットオブジェ
クトに適切なACLを適用することができる。

2.3 与えられたクラウドサービスモデルに
基づいて、特定のセキュリティ要件を満た
すように、定義されたセキュリティテクノ
ロジを実装することができる。



CV0-003 CV0-002 Comments

2.3 与えられたシナリオに基づいて、OSと
アプリケーションの適切なセキュリティ制
御を適用することができる。

2.2 与えられたシナリオに基づいて、セ
キュリティテンプレートに従ってアクセス
要件を満たすように、ターゲットオブジェ
クトに適切なACLを適用することができる。

2.3 与えられたクラウドサービスモデルに
基づいて、特定のセキュリティ要件を満た
すように、定義されたセキュリティテクノ
ロジを実装することができる。

2.1 与えられたシナリオに基づいて、特定
のクラウドインフラストラクチャ要件を満
たすセキュリティ設定とコンプライアンス
コントロールを適用することができる。

2.4 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウド環境内でデータセキュリティ制御とコ
ンプライアンス制御を適用することができ
る。

2.1 与えられたシナリオに基づいて、特定
のクラウドインフラストラクチャ要件を満
たすセキュリティ設定とコンプライアンス
コントロールを適用することができる。

2.3 与えられたクラウドサービスモデルに
基づいて、特定のセキュリティ要件を満た
すように、定義されたセキュリティテクノ
ロジを実装することができる。

2.5 与えられたシナリオに基づいて、セ
キュリティ要件を満たすための対策を実施
することができる。

2.1 与えられたシナリオに基づいて、特定
のクラウドインフラストラクチャ要件を満
たすセキュリティ設定とコンプライアンス
コントロールを適用することができる。

2.3 与えられたクラウドサービスモデルに
基づいて、特定のセキュリティ要件を満た
すように、定義されたセキュリティテクノ
ロジを実装することができる。

2.4 与えられたクラウドサービスモデルに
基づいて、適切なセキュリティ自動化手法
をターゲットシステムに適用することがで
きる。

2.6 インシデントレスポンス手順の重要性
を説明することができる。

クラウドエンジニアの管
理上の役割の増大とイン
シデント発生後のビジネ
スへの影響に対するクラ
ウドの重要性に関連する
出題項目です。

3.1 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウドソリューションの構成要素を統合する
ことができる。

クラウドにより変化する
テクノロジーソリュー
ション、特にスケーリン
グ、コンテナー、サブス
クリプションモデルなど
に関連する新しい出題項
目です。

3.2 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウド環境内でストレージをプロビジョニン
グすることができる。

1.7 与えられたシナリオに基づいて、展開
のために適切なストレージタイプと保護機
能を分析することができる。



CV0-003 CV0-002 Comments

3.3 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウドネットワーキングソリューション
をデプロイすることができる。

1.5 与えられたシナリオに基づいて、仮想
ネットワーク展開の際のサイジング、サブ
ネット化、および基本ルーティングを分析
することができる。

3.4 与えられたシナリオに基づいて、デプ
ロイに向けた適切なコンピューティングサ
イジングを構成することができる。

1.6 与えられたシナリオに基づいて、展開
のために必要なCPUとメモリサイジングを
分析することができる。

3.5 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウドの移行を実施することができる。

1.8 与えられたシナリオに基づいて、移行
の成功のために、ワークロード（ストレー
ジ、ネットワーク、コンピュート）の特性
を分析することができる。

4.1 与えられたシナリオに基づいて、ロギ
ング、モニタリング、およびアラートを構
成し、稼働状態を維持することができる。

3.6 与えられたシナリオに基づいて、適切
なメンテナンス自動化手法をターゲットオ
ブジェクトに適用することができる。

4.1 与えられたシナリオに基づいて、異常
の有無を判断したり、将来必要とされるク
ラウドリソースを予測したりするために定
義された指標を分析することができる。

4.2 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウド環境の効率的な運用を維持することが
できる。

3.1 与えられたクラウドサービスモデルに
おいて、特定のパッチを適用するための適
切な方法を決定することができる。

3.3 与えられたシナリオに基づいて、適切
なバックアップまたは修復方法を適用する
ことができる。

4.3 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウド環境を最適化することができる。

3.6 与えられたシナリオに基づいて、適切
なメンテナンス自動化手法をターゲットオ
ブジェクトに適用することができる。

4.2 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウドリソースの適切な配分を決定すること
ができる。

4.3 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウドリソースのプロビジョン/デプロビジョ
ンのタイミングを決定することができる

4.5 与えられたシナリオに基づいて、ベー
スラインを満たしていることを確認するた
めに展開結果を分析することができる。

4.6 特定の環境および関連するデータ（例
えば、パフォーマンス、キャパシティ、ト
レンド）が与えられた場合、クライテリア
を満たすように適切な変更を適用すること
ができる。

4.4 与えられたシナリオに基づいて、適切
な自動化技術とオーケストレーション技術
を適用することができる。

3.2 与えられたシナリオに基づいて、クラ
ウド要素を更新するための適切な自動化
ツールを適用することができる。

3.6 与えられたシナリオに基づいて、適切
なメンテナンス自動化手法をターゲットオ
ブジェクトに適用することができる。

4.5 与えられたシナリオに基づいて、適切
なバックアップ作業と復旧作業を実施する
ことができる。

3.3 与えられたシナリオに基づいて、適切
なバックアップまたは修復方法を適用する
ことができる。
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CV0-003 CV0-002 Comments

4.6 与えられたシナリオに基づいて、災害
復旧タスクを実施することができる。

3.3 与えられたシナリオに基づいて、適切
なバックアップまたは修復方法を適用する
ことができる。

3.5 与えられたクラウドベースのシナリオ
に基づいて、事業継続を確実にする適切な
手法を適用することができる。

5.1 与えられたシナリオに基づいて、トラ
ブルシューティングの方法論を活用し、ク
ラウド関連の問題を解決することができる。

5.6 与えられたシナリオに基づいて、トラ
ブルシューティング手法を説明することが
できる。

5.2 与えられたシナリオに基づいて、セ
キュリティの問題をトラブルシューティン
グすることができる。

5.5 与えられたシナリオに基づいて、セ
キュリティの問題をトラブルシューティン
グすることができる。

5.3 与えられたシナリオに基づいて、デプ
ロイの問題をトラブルシューティング
することができる。

5.1 与えられたシナリオに基づいて、展開
の際の問題をトラブルシューティングする
ことができる。

5.4 与えられたシナリオに基づいて、接続
性の問題をトラブルシューティングするこ
とができる。

5.4 与えられたシナリオに基づいて、自動
化・オーケストレーションの問題をトラブ
ルシューティングすることができる。

5.5 与えられたシナリオに基づいて、一般
的なパフォーマンスの問題をトラブル
シューティングすることができる。

4.6 特定の環境および関連するデータ（例
えば、パフォーマンス、キャパシティ、ト
レンド）が与えられた場合、クライテリア
を満たすように適切な変更を適用すること
ができる。

この出題項目では、リ
ソース使用率、負荷分散
が出題内容として追加さ
れました。クラウドの認
知、活用が進み、クラウ
ドに関連するトラブル
シューティングの実践的
な手法に重きを置いてい
ます。

5.2 与えられたシナリオに基づいて、一般
的なキャパシティに関する問題をトラブル
シューティングすることができる。

5.6 与えられたシナリオに基づいて、自動
化もしくはオーケストレーションの問題を
トラブルシューティングすることができる。

5.3 与えられたシナリオに基づいて、接続
性の問題を
トラブルシューティングすることができる。


